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h 竺 一 語 (ln (
47TYR
Fez(1-62))
- 1ト (5)
を数値的に解いたものである｡これから衝突速度が比較的速い時には力はヒステリシスループを
描き､衝突速度が小さくなるとループが消失することがわかる｡低速の衝突の極限をとるとFlol
とFeLが一致することが期待されるのだが､今回行った計算からはそのような傾向は見られない
と予想される.しかも低速衝突において歪み速度h-Oの場合に散逸力 Fdisが有限の値を持って
いることから､従来議論されてきたような散逸力の関数形は否定されると思われる｡
3.2 内部温度が有限の場合
今度は初期条件として円盤の内部温度が有限である場合を調べた｡ModelAの場合､円盤の内
部温度を有限にして衝突速度を上げていくと､ある速度を越えると急激にはねかえり係数が減少
する点が存在することが分かった｡この速度のことを臨界速度と呼ぶことにする｡円盤の内部温
度をいろいろ変えて衝突を行うと､内部温度が高い程臨界速度が小さい値を持つこともわかった｡
そこで､各温度において､衝突速度をそれぞれの臨界速度でリスケールし､両対数でプロットし
たのが図3である｡これを見ると臨界速度でリスケールした衝突速度とはねかえり係数の間には
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0.1
ViNcr
図 3:臨界速度でスケールされた衝突速度とはねかえり係数の関係｡温度は T0-
mC2/玩(mは質点の質量､毎 はボルツマン定数)でスケールしている｡グラフは両対
数スケールで表示されており､T/T0-0.03のときにエラーバーつきで表示してある｡
ユニバーサルな関係があるように見える｡また､円盤の内部温度と臨界速度の関係も調べたが､
ある温度領域では､臨界速度が内部温度に対して一次関数的に減少することがわかっている｡
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臨界速度近傍でModelAの衝突後の形状を見てみると､壁側の質点位置が入れ替わっており､
円盤に不可逆的な変形が生じていることが分かった【7,8】｡
一方､M｡delBは衝突によって不可逆的な変形が残ることはなく､内部温度が0の場合でも有
限の場合でもはねかえり係数は衝突速度によってなだらかに変化する｡このことから､臨界速度
は円盤の不可逆的な変形によって生じるものであると考えることがでる｡このような傾向は実験
によっても確認されている[1,3】｡
4 結果
今回得た結果は以下の通りである｡
.衝突速度の増加によるはねかえり係数の減少を確認し､実験と同じような傾向を得た｡
.衝突の際に円盤に働く力は､高速衝突の時は歪みに対してループを措くようになるが､低速
衝突の場合はループは消失する｡
.円盤の内部温度が有限の場合､衝突速度を上げていくと､はねかえり係数が急激に減少し始
める臨界速度が存在し､それは円盤が不可逆的な変形を起こし始める速度である｡
.円盤の温度が高い程臨界速度は小さく､衝突速度を臨界速度でスケールした値とはねかえり
係数の関係は内部温度によらず一本の曲線に乗る'｡
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